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QUES TION 13 QUES TION 16

QUES TION 14 QUES TION 17

QUES TION 15 QUES TION 18

10

８

５

１

１

１ １

10

10

２

２

２ ２

２２

２

２

赤の面積＝８

２ ２

赤の面積＝７

赤の面積＝５

１ ２
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ANS WER  13 ANS WER  16

ANS WER  14 ANS WER  17

ANS WER  15 ANS WER  18

赤の三角形４つをくっつけると,一辺が６の正方形となる。
求める面積＝全体の正方形の面積－赤の正方形の面積より
S＝10×10－６×６＝100－36＝64

＝ -

求める面積を右図のように右下に移すと,長方形となる。
よって
S＝(８－１)×(５－１)＝７×４＝28

赤の三角形と緑の三角形は
底辺と高さが等しいので
赤の面積＝緑の面積となる。
よって,S＝８

高さの等しい２つの三角形の面積比は底辺の比と
一致するので
(高さが等しい三角形の面積比・基本型 P38参照)
赤の面積：緑の面積＝１：２＝５：S
よって,S＝10

紫の三角形と青の三角形は底辺と高さが等しいので
面積は等しい。(図１参照)
赤の面積＝紫の面積－橙の面積
緑の面積＝青の面積－橙の面積より(図２・３参照)
赤の面積＝緑の面積となる。
よって,S＝７

図１ 図２ 図３

円の面積＝半径×半径×πより
(円の面積 P35参照)
S＝５×５×π＝25π

５
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QUES TION 25 QUES TION 28

QUES TION 26 QUES TION 29

QUES TION 27 QUES TION 30

４

正方形とおうぎ形の組み合わせ。
正方形の対角線の長さ＝４

正方形とおうぎ形の組み合わせ

正方形と半円の組み合わせ

４

４

４

４

３つのおうぎ形の半径＝２

半径４の円に正方形が内接。
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ANS WER  25 ANS WER  28

ANS WER  26 ANS WER  29

ANS WER  27 ANS WER  30

図のように面積を移すと
求める面積は半円の面積と等しくなるので
S＝４×４×π÷２＝８π

４

求める面積＝
　おうぎ形の面積＋おうぎ形の面積－正方形の面積より
(葉っぱの面積 P36参照)
おうぎ形の面積＝４×４×π×(90°/360°)＝４π
正方形の面積＝４×４＝16
S＝４π＋４π－16＝８π－16

求める面積＝青の面積＋赤の面積－正方形の面積より
青の面積は半径２の円となり,２×２×π＝４π
同様に赤の面積も４π
正方形の面積＝４×４＝16
よって,S＝４π＋４π－16＝８π－16

求める面積を図のように入れ替えると
葉っぱの面積２つ分となる。
葉っぱの面積＝
　おうぎ形の面積＋おうぎ形の面積－正方形の面積
( Q27 参照)より
おうぎ形の面積＝２×２×π×90°/360°＝π
正方形の面積＝２×２＝４
葉っぱの面積＝π＋π－４＝２π－４
よって,求める面積は
葉っぱの面積２つ分なので
S＝２(２π－４)＝４π－８

＝ －＋

＝ －＋

＝ ＋
２２

青と赤を重ねた図

求める面積は上図のようになる。
よって,S1は円３つ分の面積なので
S1＝３×(２×２×π)＝12π
S2の３つのおうぎ形の面積は,
三角形の内角の和は180°より
半径２の半円の面積と等しくなる。
S2＝２×２×π÷２＝２π
よって,S＝S1－S2＝12π－２π＝10π

＝ －

S1 S2

赤の対角線は円の直径なので４×２＝８となる。
よって,
求める正方形の面積＝対角線×対角線÷２
(Q10参照)より
S＝８×８÷２＝32
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QUES TION 37 QUES TION 40

QUES TION 38 QUES TION 41

QUES TION 39 QUES TION 42

直角二等辺三角形とおうぎ形
の組み合わせ

45°

８

長方形と円と半円の組み合わせ

３

４

直角二等辺三角形と半円
の組み合わせ

４

４

おうぎ形と半円の組み合わせ

４

４

正方形の対角線の交点に，同じ正方形のもう一方の
頂点がある。

正方形の対角線の交点に，同じ正方形のもう一方の
頂点がある。

10

10

10

10

★

★
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ANS WER  37 ANS WER  40

ANS WER  38 ANS WER  41

ANS WER  39 ANS WER  42

求める面積＝おうぎ形の面積－直角二等辺三角形の面積
よりおうぎ形の面積は８×８×π×(45°/360°)＝８π
直角二等辺三角形の面積＝正方形の面積÷２＝
(対角線×対角線÷２)÷２＝８×８÷２÷２＝16より
S＝８π－16

＝ －

図のように回転し,補助線を引くと
Q36の図形が２つ上下に重なった図形となるので
求める面積は長方形の面積と等しくなる。
よって,S＝４×３＝12

４ ３

図のように青の面積を赤の面積に移すと,求める面積は
直角二等辺三角形の面積と等しくなる。よって,
直角二等辺三角形の面積は正方形の面積の1/４なので　
S＝４×４÷４＝４

４

＝ －

図のように補助線を引き,青の面積を赤の面積に移すと
求める面積＝おうぎ形の面積－三角形の面積となるので
おうぎ形の面積＝４×４×π÷４＝４π
三角形＝４×４÷２＝８
S＝４π－８

求める面積は上図のようになる。
よって
S1＝10×10÷２＝50,
S2＝10×10÷４＝25より
S＝50－25＝25

青の三角形と赤の三角形は合同(一辺とその両端の
角が等しい)となる。赤の一部を青の一部に移すと
求める面積は正方形の1/４となる。よって,
S＝10×10÷４＝25

10

＝ －

S1

10

S2

10

●

●

▲

▲

★

★
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QUES TION 67 QUES TION 70

QUES TION 68 QUES TION71

QUES TION 69 QUES TION 72

正方形と半円の組み合わせ。Aは円周の真ん中の点。

A４

４

６

大円の半径＝８,４つの小円の半径＝４

赤の正六角形の面積＝12

赤の正六角形の面積＝12

正三角形と３つの半円の組み合わせ。

４

直径６の半円を30°回転させてできた図形。

30°
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ANS WER  67 ANS WER  70

ANS WER  68 ANS WER  71

ANS WER  69 ANS WER  72

求める面積は上図のようになる。よって
S1は正方形＋半円となり,半円の半径は４÷２＝２より
S1＝４×４＋２×２×π÷２＝16＋２π,
S2＝４×(４＋２)÷２＝12,
S＝S1－S2＝16＋２π－12＝４＋２π

＝ －

S1 S2

２

４

２

＝ － －

求める面積＝
 　　大円の面積－４×半円の面積－正方形の面積より
(上図参照)
大円の面積＝８×８×π＝64π
４つの半円の面積＝
　　 半径４の円×２＝４×４×π×２＝32π,
正方形の面積＝８×８＝64
よって,S＝64π－32π－64＝32π－64

図のように正六角形を分割すると,等しい三角形の
面積に18等分される。(正六角形の分割 P37参照)
求める面積は三角形６個分なので全体の正六角形の
１/３となる。
よって,S＝12÷３＝４

図１より,青の面積と紫の面積は等しいので
青の部分を紫の部分に移すと,求める面積は
全体の正六角形の１/３
(図２・正六角形の分割 P37参照)となる。
よって,S＝12÷３＝４

●

●

●

図１ 図２

図のように補助線を引き,赤の部分を青の部分に移すと,
求める面積は右図のように半円の面積と等しくなる。
よって
S＝４×４×π÷２＝８π

４

求める面積は上図より,
赤の半円と紫の半円は等しいので
青のおうぎ形の面積と等しくなる。
よって,
S＝６×６×π×30°÷360°＝３π

＝ －

６

＝
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QUES TION 73 QUES TION 76

QUES TION 74 QUES TION 77

QUES TION 75 QUES TION 78

正三角形

60°

４

４

４

４

４２

正方形とおうぎ形と半円の組み合わせ。

直径５の半円を右に２ずらしてできた図形。

正十二角形

４

二等辺三角形

30°

４ ４

150°

６ ４
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ANS WER  73 ANS WER  76

ANS WER  74 ANS WER  77

ANS WER  75 ANS WER  78

正三角形の３辺の長さはすべて等しい。
また,赤の三角形は30°,60°の直角三角形より
(30°,60°の直角三角形 P37参照)
★＝２

よって,三角形の面積＝底辺×高さ÷２
S＝４×２ 　÷２＝４

２

２ ２

４

60°

★

４

＝ ＝＋

求める面積は上図のようになる。よって
S1＝４×４×π÷４＝４π,
S2＝４×４÷２＝８,
S3＝２×２×π÷4＝π,
S4＝２×２÷２＝２より
S＝４π－８＋(π－２)×２＝６π－12

－ － ×２＋

S1 S2 S3 S4

２ ２

求める面積は上図より,赤の半円と紫の半円は等しいので
青の長方形の面積と等しくなる。
よって,
S＝５×２＝10

＝ ＝－

２

５

赤の三角形において,
青の三角形は30°,60°の直角三角形より
★＝２
赤の面積＝４×２÷２＝４よって,
求める正十二角形の面積は赤の三角形の12個分なので,
S＝４×12＝48

30°

30°

★

４

４

赤の三角形は30°,60°の直角三角形より
★＝２
よって,三角形の面積＝底辺×高さ÷２
S＝４×２÷２＝４

赤の三角形は30°,60°の直角三角形より
★＝３
よって,三角形の面積＝底辺×高さ÷２
S＝４×３÷２＝６

４

30°

★
４

150°

★
６ ４30°



赤の三角形(ADE)の面積＝８
Sは△ABC
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QUES TION 91 QUES TION 94

QUES TION 92 QUES TION 95

QUES TION 93 QUES TION 96

対角線が６と４のひし形を２つ重ねた図形。

等しい直角三角形を２つ重ねた図形。

台形。
赤の面積＝３

赤の三角形の面積＝４
Sは△ABC

１

２

１ ２

３ ７

３２

６

４

★ ★

３

1

A

B C

D

E

A

B

C

1

1

２

３

赤の台形の
面積＝10

★

★

★

２

３
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ANS WER  91 ANS WER  94

ANS WER  92 ANS WER  95

ANS WER  93 ANS WER  96

図１のように補助線を引き,青の面積をS１とすると,分割した

緑の三角形の面積は辺の比が１：２より２S１となる。
また,図２のように紫の直角三角形を考えると,面積は

S１＋２×S１＝５S１＝３×２÷２＝３

⇔S１＝３/５

よって,求める緑の面積はS＝４S１＝12/５

図のように一部分を取り出すと,赤の面積は,Q93と同様となる。
辺の長さもQ93と等しいので

赤の面積＝12/５よって,
求める緑の八角形の面積は赤の四角形４つ分なので,
S＝４×12/５＝48/５

高さの等しい２つの台形の面積比は(上底＋下底)
の比と一致するので
(高さの等しい２つの台形の面積比 P39参照)
赤の面積：緑の面積
＝(２＋３)：(３＋７)
＝１：２＝３：S
よって,S＝６

高さの等しい２つの三角形の面積比は底辺の比と一致
するので
赤の面積：青の面積＝１：３＝４：S青
よって,青の面積＝12
同様に赤＋青の面積：紫の面積＝１：１より
紫の面積＝４＋12＝16
よって,求める緑の面積は,赤＋青＋紫の面積より
S＝４＋12＋16＝32

★★

３

1

S１

S１

２S１

２S１

S１

S１

２S１

２S１

３

２

１ ２

１

２

S１ ２S１

２S１

S１

S１ ２S１

２S１

S１

図２図１

３

２

１ ２

１

２

１つの角が等しい２つの三角形の面積比は
その角をはさむ２辺の積の比に等しいので
(１つの角が等しい２つの三角形の面積比Ⅲ型 P39参照)
赤の面積：緑の面積
　　＝(１＋１)×２：１×(２＋３)＝４：５＝８：S
⇔４S＝40
よって,S＝10

図のように,紫と青の三角形に分割する。
青の面積＝１とすると,青の面積：緑の面積＝１：２より
緑の面積＝２となる。また,青＋緑の面積＝１＋２＝３
紫の面積：青＋緑の面積比＝２：３より(高さが等しい
ので底辺の比と一致する)紫の面積＝２となる。よって,
赤の面積＝紫＋青＋緑の面積＝１＋２＋２＝５となり
緑の面積：赤の面積＝５：２＝10：S
⇔５S＝20
よって,S＝４

★

★

★
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おうぎ形の面積②

弧の長さ×半径÷２

弧

半径

底辺弧

高
さ

高
さ

三角形の面積と
同じイメージ

おうぎ形の部分面積

半径の差小さい弧

大きい弧

おうぎ形の部分面積＝
(小さい弧＋大きい弧)×半径の差÷２

小さい弧

下辺

上辺台形の面積と
同じイメージ

高
さ

半
径
の
差

大きい弧

葉っぱの面積

＝－ ×２① －＋②

葉っぱの面積の求め方は、下記の２通りの方法がある。

左図で正方形と２つのおうぎ形でできる面積を葉っぱの面積とよぶ。

ヒポクラテスの三日月①

紫の面積＝青の面積なので,
緑の面積＝赤の面積となる。

緑の月型の面積＝赤の直角三角形の面積
すなわち,緑の月型の面積＝a×a÷４

＝ －＋

a

ヒポクラテスの三日月②

紫の面積＋青の面積＝橙の面積
(ヒポクラテスの三日月①参照)なので,
緑の面積＝赤の面積となる。

緑の月型の面積＝赤の直角三角形の面積
すなわち,緑の月型の面積＝a×b÷２

＝

－＋ ＋

a b

a

2

a2

π
84

1

2

22
aa

=×


π

1 22
aa 

π π
822

=×
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高さが等しい三角形 面積比・基本型

底辺が等しい三角形の面積比・基本型

赤の面積＝a×h÷２
緑の面積＝b×h÷２
よって,赤の面積：緑の面積＝a：b

すなわち
高さの等しい２つの三角形の面積比は
底辺の比と一致する。

赤の面積＝a×h1÷２
緑の面積＝a×h2÷２
よって,赤の面積：緑の面積＝h1：h2

すなわち
底辺の等しい２つの三角形の面積比は
高さの比と一致する。

高さが等しい三角形の面積比・応用型

底辺が等しい三角形の面積比・応用Ⅱ型

底辺が等しい三角形の面積比・応用Ⅰ型

底辺が等しい三角形の面積比(基本型)より
緑の面積：赤の面積＝h1：h2

青の三角形∽紫の三角形(右図参照)より
a：a + b＝h1：h2

よって,
赤の面積：緑の面積＝a：a + b

高さが等しい三角形の面積比(基本型)より
(●＋■)：(▲＋◆)＝a：b

■：◆＝a：b

よって,
赤の面積：緑の面積＝a：b

h

a b
■ ◆

● ▲

a b

a

b

h1

h2
a

b

h1

h2

底辺が等しい三角形の面積比(基本型)より
赤の面積：緑の面積＝h1：h2

紫の三角形∽青の三角形(右図参照)より
a：b＝h1：h2

よって,
赤の面積：緑の面積＝a：b

底辺が等しい三角形の面積比・応用Ⅲ型

底辺が等しい三角形の面積比(基本型)より
赤の面積：緑の面積＝h1：h2

青の三角形∽紫の三角形(右図参照)より
a：b＝h1：h2

よって,
赤の面積：緑の面積＝a：b

a

b

h1 a

b

h1

h2h2

b

a
h1

b

a
h1

h2h2

a a

h2

h1
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難関中学・高校を志望する方まで対応！

ご購入はコチラから

HP「恋する化学」http://fastliver.com/
HP「恋する数学」http://love-su-gaku.com/
ブログ：「恋する適性検査」http://ameblo.jp/tekisei-kensa/
ブログ：「恋する中学受験」https://ameblo.jp/tyuugaku-jyuken/

☆『角度編』も販売中ですので合わせて学習して下さい！

http://www.dlmarket.jp/products/detail/87556
http://www.dlmarket.jp/products/detail/86558
https://lovestudy.thebase.in/items/12730879
https://lovestudy.thebase.in/items/12730880

	men-05
	men-06
	men-09
	men-10
	men-13
	men-14
	men-23
	men-24
	men-25
	men-26
	men-31
	men-32
	men-36
	men-38

